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KW4070のIF婦 咽喉 科感 染症におけ る基礎的 ・臨床的検討

三辺武右衛門 ・上川良穂 ・小林恵子

関東逓信病院耳鼻咽喉科

徐 慶一郎 ・稲福盛栄

関東逓信病院微生物検査科

KW-1070(fortimicin)はMicromonospora olvoasterosporaに よ っ て 産 生 され た,新aminogly-

coside系 抗 生 剤 で,本 剤 に つ い て 基 礎 的 ・臨 床 的 検 討 を 行 な っ た 。

1)耳 鼻咽 喉 病 巣分離 菌 に 対す る 本剤 のMICを106cells/mlの 接 種 菌量 で検 討 した。Staphylo-

coccus aureus38株 に 対す るMICの ピー クは1.56μg/mlに あ り,Proteus inconstansを 除

い た グラム陰 性 桿 菌 で は,そ の 感 受 性 は0.78～6.25μg/mlに あ っ た。

2)KW-1070のStaphylococcus aureus209P株 に 対 す る 増 殖 阻 止作 川 を200mg筋 注後 の

血 清(10倍 に 希釈)で 検 討 した。 そ の 結 果 は30分 か ら6時 間 まで 血 清 は完 全 に 菌の 増 殖 を 阻 止す

る こ とが 認 め られ た。

3)血 中濃 度200mg,400mg筋 注 す るに,血 中 濃 度 の ピー クは それ ぞ れ30分,15.2μg/ml,60

分,21,6μg/mlに み られ,6時 間 後に も なお1.8～2.9μg/mlの 濃 度 が 測 定 され た。

4)組 織 内 移 行濃 度200mg筋 注1時 間 後 の 血 清 濃 度 と組 織 濃 度 に つ い て は,14.4μg/ml,1.2

μg/g(上 顎 洞 粘 膜)で あ った。

5)耳 鼻 咽喉 感 染 症47例 に使 用 して著 効36例(78%),有 効8例(17%),や や 有効1例,無 効

1例,投与 を 中 止 し た もの1例 の成 績 を収 め た。

6)術 後 感 染予 防 の 目的 で 本 剤を 投与 した4例 を加 えた51例 の うち,1例 に 発疹 の 発 生 し た もの

が あ ったが,そ の 他 には 血液,肝,腎,聴 器 に 対 して 副 作川 所 見は 認 め られ なか った。

KW-1070はNARAら に よ り発 見 さ れ,本 邦で 開 発

中 の 新aninoglycoside系 抗 生 剤1～4)でMicromonospo-

ra olivoasterosporaに よっ て産 生 され る。 その 化 学 構

造 式 をFig.1に 示 す。 本 剤 は 白 色 ～ 淡 黄白 色 の 粉 末 また

は 結 晶性 粉 末 で水 に 溶 け やす く吸 湿性 で あ る。 粉 末 の 安

定 性 は 高度 で,溶 液 も室 温 で24時 間 は安 定 であ る。

抗 菌 ス ペ ク トラ ムは グ ラム陽 性 菌,グ ラム陰 性 菌 に 抗

菌 力 を 示 し,特 にSerratia marcesens, Proteusin-

constansな どの グ ラ ム陰性 菌 に対 し強 い抗 菌 力 を示 し,

geneamicin(GM)を 含 む 多 剤耐 性 のStaphylococcus

Fig. 1 Chemical structure

of KW-1070

C17H35N5O6(M.W.405.49)

aureusお よび グラ ム陰 性 菌 に 抗 菌 力 を 示 す が,Pseu-

domonasに 対 しては 感 性 は み られ な い と 報 告 され てい

る5,6)。

われわれはKW-1070に つ いて基礎的検討を行ない,

耳鼻咽喉感染症の治療に応用して,入 るべき成績を収め

たので報告する。

I. 抗 菌 試験 成績

1) 対象ならびに測定法

耳 鼻 咽 喉 感 染症 の病 巣 か ら分 離 したStaphylococcus

aureusな どの グ ラム陽 性 菌 な らび に グ ラム陰 性菌 に対

す る本 剤 の 最 小 発 育 阻 止濃 度(MIC)を 日本 化 学療 法学

会標 準法 に した が って 測定 した。 使 用 培地 はHeart in-

fusion agar,希 釈液 は1/15phosphate bufferお よび ヒ

ト血 清 を使 用 し,検 定 菌 はE.coli NIHJ2を 用 い,接

種 菌量 は106と した。

2) 成 績

a.耳 鼻 咽 喉 病 巣 分 離 菌 に 対 す るKW-1070の 感 受

性 分 布

病 巣分 離 のStaphylococcus aureus38株 に 対 する

KW-1070の 感受 性 分 布 は0.2μg/mlか ら3.12μg/ml
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Fig. 2 Antibacterial activity of serum after administration of KW-1070

(200 mg, i. m.) against S. aureus 209 P strain
S. D. ,15 y. o. M.

Table 1 Sensitivity distribution of S. aunws and others
in O-R-L field to KW-1070

Table 2 Sensitivity distribution of GNB in O-R-L field

to KW-1070

にあ り,そ のMICの ピー クは1.56μg/mlに み られ た 。

その他Staphylococcus epidermidis,β-Streptecoccus

では1.56～3.12μg/mlに 感 受性 分 布が み られ た(Table

1)。

また 同様 に病 巣分 離 の グ ラ ム陰性 桿菌23株 に 対 す る

MICはTable2に 示 す よ うに,19株 は0.78～3.12μg/

mlに あ り,特 にHaemophilus influenzaeに 対 す る感

受性 は 良好 で0.78～1.56μg/mlに み られ た(Table2)。

b.KW-1070のStaphylococcus aureus209P株

に 対 す る増 殖 阻 止作 用

KW-1070の 増 殖 阻 止作 用 をBiophotometer(Jouan)

を 用 い た増 殖 曲線 か ら検 討 した。Staphylococcus aur-

eusの 菌 量は105に 相 当 す る も の を 使用 した。KW-

1070200mg筋 注 後30分,1,2,4,6時 間 の血 清 を採

取 し,10倍 に 希 釈 し,上 記 菌液 を滴 加 し増 殖 曲線 に及 ぼ

す 作 用 を み る と,30分 か ら6時 間 ま で の 血 清 は,い ず

れ も よ く菌 の増 殖 を抑 制 す るの が観 察 され た(Fig.2)。

II. 血 中 濃 度 と組 織濃 度

1) 対 象 な らびに 測 定 法

腎 機 能 正 常 な成 人 に つ い てKW-1070を 筋 注 し,30

分,1,2,4,6時 問 の 血 清 な らびに1時 間 後 の 上 顎 洞

粘 膜 を 切 除 して その 組 織 濃 度 を測 定 した。 培地 は ミュラ

ー ヒ ン トン培 地 を,検 定 菌 にBacillus Subtillis ATCC

6633をHeart infusion agarに 培 養 し,希 釈 に は1/15M

phosphate bufferを 使 用 した。

2) 成 績

a.血 中濃 度KW-1070200mg,400mgを それ ぞ

れ 成 人3人 に 筋注 して血 清 を採 取 して濃 度 を 測定 した。

200mg筋 注 後 の血 清 濃 度 の 平均 値 の ピー クは30分 後

に あ って15.2μg/mlで,6時 間後 に も なお1.8μg/ml

の 濃 度 が 保持 され た(Table3)。 ま た400mg筋 注 後 の

血 清 濃 度 の 平均 値 の ピー クは1時 間 に あ って21.6μg/

mlで,6時 間 後 には2.9μg/mlの 濃 度 が 保持 され た

(Table4)。

b.組 織 濃度 成 人 に お い て はKW-1070200mg

筋 注 し,1時 間 後 の 上 顎 洞 粘膜 組織 濃 度 を測 定 した。 筋

注 後1時 間 に 切除 した上 顎 洞 粘膜 を エ マル ジ ョン した も

の をbufferで 希 釈 し,そ の 遠 心 上 清 を重 層 法 に よ り濃

度 を 測 定 し,血 清濃 度 と比 較 した。 す なわ ち成 人 に お い

て はKW-1070200mg筋 注1時 間後 の上 顎 洞 粘 膜 濃 度

の 平 均 値 は1.2μg/g,血 中濃 度 の 平 均 値 は14.4μg/ml

で あ った 。
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Table 3 Serum concentration of KW-1070 (200mg,i.m.)

(ƒÊg/ml)

Table 4 Serum concentration of KW-1070 (400mg i.m.)

(ƒÊg/ml)

Table 5 Concentration of KW-1070 in serum and tissues

(one hour after intramuscular administration)

III. 臨 床 成 績

耳鼻咽喉感染症についてKW-1070の 筋 注投与による

治療を行なった。治療対象は昭和55年1月 から昭和55

年12月 まで12ヵ 月間に関東逓信病院耳鼻咽喉科を訪

れた患者について行なった。投与方法は成人においては

1日200～800mgを1～2回 に投与し,ま た小児におい

ては50～100m9を1日1～2回 に分け投与して経過を

観察 した。治療効果の判定は投与6日 以内に治癒したも

のを著効,治 癒に6日 以上の投与を要 したものを有効,

軽快したが治癒に至らなかったものをやや有効,無 効の

4段 階に分けて行なった。

1) 化膿性中耳炎における治療成績

成人 にお いて は1日 量400mg,3～6日 間,総 量

1,000～4,000mgの 投与で急性中耳炎18例 においては

著効16例,有 効2例 の成績を得,慢 性中耳炎の7例 に

おいては著効3例,有 効2例,や や有効1例,無 効1例

の成 績 をお さめ た。 無 効 例 の 検 川 菌 はPseudomonas

aerugtnosaに よる もの てあ っ た。 これ ら25例 に おい

て 発疹 な どの ア レル ギ ー症 状 や そ の 他 の 側作 用 症状 は 認

め られ な か った(Table6,7)。 次 に症 例 を例 示 す る。

症 例1K.I.3歳,女 児,右 急 性 化膿 性 中 耳 炎

現 病 歴:風 邪 に併 発 して右 耳漏 を 訴 え,2月13日 受

診,CEXの 内服 な ど行な った が,改 善 の 徴 が み られ な

い の で感 受性 試 験 を行 な いKW-1070に よる 治療 を行な

っ た。

現 症:体 温38.8℃,顔 貌 に 生気 が な く,右 鼓膜 は発

赤 し,膿 性耳 漏 が 中 等量 流 れ 出 るの が み られ た。 耳 漏か

らはStaphylococcus aureusが 検 川 さ れ,KW-1070

のMICは0.2μg/mlで あ っ た。

治療 経 過:2月23日KW-1070100mgを 筋 注 し,

さ らに1日量50mgの 筋 注 した と こ ろ3日 目に は解熱

し,耳 漏 も著 し く減 少 し,5M間 に300mgの 使 用で,

耳 漏 は完 全 に 消 退 し治 癒 した。 本 剤 に よる副 作 用症状 は

み られ なか っ た。

症 例2K.D.36歳,男,左 慢性 化 膿 性 中耳 炎

現 病 歴:1月25日 か ら左 耳 か ら耳漏 が 多 量 に流れ て

枕 が ぬ れ る ほ ど で あ っ た。 化学 療 法 剤 の 投 与 で,耳 漏の

量 は減 少 した が,な お治 癒 す るに い た ら な いの で,KW

-1070に よる治 療 を 行 な う こと に した
。

現症:一 般 所 見 に 特別 の所 見 は み られ な い。 左 鼓膜に

小 穿 孔 が あ り膿 性 の 耳 漏 が 流 れ 出 て,Staphylococcus

aureusとProteus mirabilisが 検 出 され,KW-1070

のMICは それ ぞれ3.12,6.25μg/mlで 白血 球 は4,900,

S-GOT24,BUN13.9で あ っ た。

治 療経 過:3月17日 か らKW-1070400mgを1日

1回 筋 注 して,5日 間,総 量2,000mgの 使用 で耳 漏は

完 全 に 消失 して治 癒 した。 治 療 後 の 白血 球 は5,600,S-

GOT25,BUN11.7で 副 作 用 症 状 は な く,ま た治 療前

後 の 聴 力像 に も聴 器 障 害所 見 は み られ な か っ た(Fig.3,

4)。

2) 副 鼻 腔炎 に おけ る治 療 成 績

副 鼻腔 炎7例(急 性 症6例,慢 性 症1例)で は1日 量

200～400mg,5～8日 間 ,総 量1,200～3,200mgの 投

与 で 著 効3例,有 効3例 で,慢 性 症 の1例 で は発 疹発 生

の た め投 与 を中 止 した。 そ の 他 の症 例 に は ,特 別 な副作

用症 状 は み られ なか った 。

次 に症 例 を例 示 す る(Table8)。

症 例1S.K.38歳,女,右 亜 急 性 副 鼻腔 炎

現 病歴:2月10日 頃 か ら鼻 閉 を伴 い,鼻 漏が 多量 に

出 て,改 善 しな いの で2月29日 に受 診 した。

現症:一 般 所 見 に 特 別 な もの は な く,右 鼻 腔 は粘膜発

赤 腫脹 して,膿 性 の 鼻 漏 中 等 量 み られ た 。 レ線写 真 では
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Table 6 Therapeutic results with KW-1070 administratiun in acute suppurative t is media

右上顎 洞 に瀰 漫 性 の 陰影 がみ られ,鼻 漏 か ら感 受 性 試 験

を行 ない,本 剤 の 使 用 に よる治 療 を 行 なっ た。

治療 経過:KW-1070 200mg,1日1回 の 筋注 を行 な

った。 鼻 漏か らはKlebsiella pneumoniaeが 検 出 され,

Fig. 3 K. D. 36 y. o. M., Chr.

suppurative o. media (1)

KW-1070のMICは1.56μg/mlで あ っ た。 使 用3日

目か ら鼻 漏 は著 し く減 少 し,6日 間,総 量1,200mgの

使 用 に よって 鼻 漏 は消 失 し,発 赤 腫脹 も消 退 して,著 効

を お さめ た 。 レ線 所 見 で も右 上 顎 洞 の 陰影 は消 退 して 改

善 の所 見 が み られ た。 治 療 前 後 の 血 液,肝,腎 の 検 査 所

見 に著 変 な く,ま た 聴力 図 に も異 常所 見 はみ られ な か っ

た(Fig.5～7)。

症 例2 S.Z. 26歳,女,左 急 性 上 顎 洞 炎

現 病 歴:水 泳 後 左 鼻 漏 が多 い こ とを 主 訴 と して3月5

日受 診 した 。

現 症:一 般 所 見 に 特別 の もの な く,左 鼻腔 粘 膜 は 発 赤

腫脹 して,悪 臭 あ る 鼻漏 が 中 等 量 認 め られ た 。 レ線 写 真

で は左 上 顎 洞 に 禰 漫性 の陰 影 が み られ た。 感 受 性 試 験 を

行 な いCEX 1日1.5g経 口投 与 し て治 療 を行 な った 。

10日 間 の 治療 で も効 果 ない の で,KW-1070の 使 用 に 切

替 え て治 療 を 行 な っ た。
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Fig.1  A udiograni hefore and alter I(W 1070 administration

K. D. 36 y. o. M., Chr. suppurative o. media (I), KW -

1070 100 mg •~ 5 days : 2, 000 mg

Table 7 Therapeutic results with KW-1070 administration in chronic suppurative otitis media

Fig. 5 S. K. 38 y. o. F., Subacute maxill.

sinusitis (r)

治療 経 過:KW-10701日 量400mg,1回 に筋 注 して

4回 後の 注 射 か ら鼻 漏 は減 少 し,6日 間 の投 与 で,悪 臭

あ る 鼻漏 は 消 失 して気 分 も良 好 に な っ た。 しか し レ線 写

真 で は左 上 顎 洞 の 陰 影 の 消失 は み られ な か った。 鼻 漏か

らはStaphylococcus aureusとPseudomonas aeru-

ginosaが 検 出 されKW-1070のMICは そ れ ぞれ1.56,

6.25μg/mlで あ っ た。 治療 前 後 の血 液,肝 腎 機能 に著

変 は な く,聴 力 像,そ の 他 に も副 作 用所 見は み られ なか

った。 治療 効 果 は 有効 と判 定 した(Fig.8)。

症 例3H.M.32歳,女,左 亜急 性 副 鼻 腔 炎

現 病 歴:約1ヵ 月 前 に風 邪を 引 き,左 側 か ら鼻漏 が多

景 に出 て,改 善 しな い の で10月27日 に受 診 した。

現 症:一 般 所 見 に 特別 の もの な く,左 鼻腔 は 発赤 腫脹

して,粘 液 膿 性 鼻 漏 が 中 等量 認 め られ た。 鼻漏 か ら感性

検 査 を行 ない,KW-1070に よ る治療 を行 なっ た。 レ線

写 真 で は左 上 顎 洞 に 陰 影 が認 め られ た。

治 療 経 過:KW-1070を1日 量400mg,1回 に 筋注
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Table 8 Therapeutic results with KW107O administration in p.nran;rsal tiinusilis

Fig. 6 S. K. 38 y. o . F., Subacute maxill. sinusitis (r)

Before treatment with KW-1070 After treatment with KW-1070

Fig. 7 Audiogram before and after KW-1070 administration
S. K. 38 y. u. F., Subacute maxill. sinusitis (r), KW-
1070 200 mg < 6 days : 1, 200 mg
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Fig. 8 Audiogram before and at ter KW-1070 administration

S. Z. 26 y. c. F., Acute maxill. sinusitis (1), KW-1070 400

mgX8clays : 3,200mg

14 Mar. '80 26 Mar. '80

Fig. 9 H. M. 32 y. o. F., Subacute

paranasal sinusitis (1)

して,経 過 をみ るに 鼻 漏 は次 第 に減 少 し,5日 間,総 量

2,000mgの 使用 で,鼻 粘 膜 の 腫脹 も消 退 し,鼻 漏 も消

失 して著 効 を 収 め る こ とがで きた。 レ線 写 真 で も左 上 顎

洞 の 陰影 は消 退 して,改 善 の所 見 がみ られ た。 鼻 漏 か ら

はHaemophilus influeneaeが 検 出 されKW-1070の

MICは1.56μg/mlで あ っ た(Fig.9,10)。

治療 前 後 の血 液,肝,腎 所 見 に 異 常 は な く,ま た聴 力

像 そ の他 に も異 常 は み られ なか っ た(Fi311)。

3)扁 桃 感 染症 にお け る治療 成 績

口蓋 扁 桃 感 染症12例(腺 窩性 扁 桃炎10例,扁 桃 周

囲 炎1例,扁 桃周 囲膿 瘍1例)に お い ては,1日 量200

～400mg,1～6日 間 ,総 量600～4,000mgの 使用 に

よ って 全例 に著 効 の 成 績 を 収 め る こ とが で きた。 これ ら

の 症 例 に お い て も特 に 副 作 用 症状 は 認 め られ なか った

(Table 9)。 次 に症 例 を例 示 す る。

症 例1 S.J.21歳,女,扁 桃 周 囲膿 瘍

現 病 歴:1週 来 咽 喉痛 を訴 え,治 療 を受 け て いたが,

改善 の微 候 がみ られ な い の で,2月15日 受 診 した。

現 症:栄 養 は 良 好 で あ る が,体 温38.8℃,生 気 がみ

られ ない 。 左 口蓋 扁 桃 は強 く腫 脹 し,発 赤著 明 で,咽 頭

Fig. 10 H. M. 32 y. o. F., Subacute paranasal sinusitis (1)

Before treatment with KW-1070 After treatment with KW-1070



VOL.29 S-2 CHEMOT HERAPY 705

Fig. 11 Audiogram before and after KW-1070 administration

H. M. 32 y. o. F., Subacute paranasal sinusitis (1), KW-

1070 400 mg •~ 5 days : 2, 000 mg

Table 9 Therapeutic results with KW-1070 administration in tonsillar infection

Table 10 Therapeutic results with KW-1070 administration in otofuruncle
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Table 11 KW-1070 Administration after operation in O-R-L field

Fig.12 Audigram before and after KW-1070 administration

H. D. 36 y. o. F. , Struma. Resection of struma, KW-1070

200mg•~2, 7days: 2, 800mg

痛,嚥 下痛著明であった。

治療経過:局 所からの感性試験を行ない,本 剤1日 量

400mg,朝 夕2回 に分け筋注した。3日 目から解熱し,

咽頭痛も緩解し,5日 間に総量2,000mgを 使用して諸

症状消退し治癒した。局所からの検出菌はEnterobacter

cloacaeでK-1070のMICは1.56μg/mlで あった。

特に副作用症状は認められなかった。

4) その他の感染症における治療成績

その他の感染症の3例 にお い ても3～4日 間に総量

150～1,200mgを 使用 して,著 効2例,有 効1例 の成績

を収めることができた。特に副作用 は み られなかった

(Table10)。

5) その他術後感染予防に使用した症例

術後の4症 例 に本剤を1日400mg,2回 に分け筋注

して,そ の予防効果と聴力像に及ぼす影響などについて

検討 した。いずれの症例も感染などなく,予 防効果が認

め られ,1日400mg,7日 間,総 量2,800mg使 用 し

た2症 例において,治 療前後の聴力像について比較検討

した が,特 別 の 障 害所 見 はみ られ なか った(Table11,

Fig.12)。

6) 臨 床 分 離 株 とKW-1070に よ る治 療 効果 との関係

耳 鼻 咽喉 感 染 症47例 か ら検 出 され た分 離菌 は43菌 株

で,治 療 効果 との 関 係 はTable12に 示 す よ うで あ る。

す な わ ちStaphylococcus aureus17株 の うち15例 は

著 効,他 の2例 は有 効 な成 績 が 得 られ た 。Streptococcus

pneumoniae1株, α-Streptococcus4株,β-Strepto-

coccus3株, Streptococcus lactis3株 で い ずれ も著

効 を 示 した が, β-Streptococcusの1株 の症 例 で は有効

の成 績 で あ った 。

グラ ム陰 性 菌 の うちHaemophilus infiuenzaeの3

株, Enterobacter cloacae, Enterobacter aerogenes,

Klebsiella pneumeniaeの 各 々1株 に お い ては 著効 を

収 め た が, Proteus mirabilisの2株,Proteus mira-

bilisの 混 合 感 染例 の2株,及 びPseudomonas aerugi-

nosaの 混 合 感 染 例1株 で は有 効,Pseudomonas aeru-

ginosaの1株 では や や 有 効 の 成 績 を 収 め た(Table12)。
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Table 12 Efficacy of KW-1070 classified by species of
bacterial isolates

7) 副作用について

本剤の筋注による疼痛は比較的軽度 であ り,51例 の

うち副鼻腔炎症例に筋注翌日に,発 疹の発生したものが

みられたが投与中止により順調に消退 した。50例 のう

ち治療前後に血液,肝,腎,尿 などの検査成績に異常所

見はみられなかった。

また投与前後にaudiogramに つ いて検討 したが,特

別な聴力障害や平衡障害所見は1例 に もみ られなかっ

た。

IV. 考 按

KW-1070は 広 い抗 菌 スペ ク トラ ムを 有 しPseudomo-

nasを 除 くSerratia marcescens, Proteus incons-

tansな どの グラ ム陰 性 桿菌 に 強 い 抗菌 力 を示 し, GMを

含む 多剤 耐性 のStaphylococcus aureusお よび グ ラム

陰性桿 菌 に対 し優 れ た抗 菌 力 を有 して い る。

本剤 は室 温 に お い て安 定 で,水 溶 液 も比 較 的 安 定 で あ

り,そ の安 全 性 に つ い て急 性 毒 性 試 験 な らび に長 期 連 用

試験に お いて も確 認 され て い る。

耳鼻 咽喉 病 巣 分 離 のStaphylococcus aureus38株 で

は感受性 の ピ ー クは1.56μg/mlに み られ,グ ラム陰 性

桿菌23株 で は,そ の感 受 性 の 分 布 は0.78～6.25μg/

mlに あ り,特 にHaemophilus influenzaeに お い て 高

い感 受性 が み られ た。

以上 の よ うに グ ラム陽 性 菌 な らび にPseudomonasを

除 くグラム陰 性 桿 菌 に 高 い 抗 菌 力 を 示 して,臨 床 的 に も

良好 な治療 成 績 が 期 待 され る。

Table 13 Clinical results with KW-1070 administration in
0-R-L fild

体内動態については200mg,400mgを 筋注 して血中

濃度,組 織濃度を測定するに200mg投 与 では血中濃度

のピークは30分 にあって15.2μg/ml,ま た400mg

筋注後のものでは ピークは1時 間 にあって21.6μg/ml

でなお6時 間後にも2.9μg/mlの 濃度が保持され,尿

中排泄は6時 間で約65%と 報告されている6)。

また200mg筋 注後の上顎洞粘膜 の濃度は1.2μg/g

であ った。

耳鼻咽喉感染症47例 ではKW-1070の 使用によって

著効36例(77%),有 効8例(17%),や や有効1例,無

効1例,発 疹のため中止 したものが1例 みられた(Table

13)。

臨床的に興味 あ るの は 前述した症例 にみるように

CEXの 無効な中耳炎症例にお いて1日1回 の筋注によ

って著明な治療効果をみることができたことである。ま

たHaemophilus influengaeに よる中耳 あるいは副鼻

腔感染症においても,4～5回 の筋注が効果的なこと,

またProteus sp.に よる単独感染症や混合感染症におい

てもすぐれた成績がみられている。 またEnterobacter

cloacaeを 検出した扁桃周囲炎症例においても,切 開を

加えることなく奏効 したことは特に注目に値する成績で

あると考えられる。

KW-1070の 腎毒性はAMKな どに比べ軽度であ り,

聴器毒性についてはaminoglycoside系 抗生剤のうち,

ribostamycinと ともに最も聴器毒性の少ない薬剤の1

つであるといわれている7)。

われわれの臨床例においては1日 量50～800mgの 筋

注によって2～8日,総 量150～4,800mgに 及んだが,

これらの症例においては治療後に聴器障害の発現 した症

例は1例 も認められなかった。従って従来のaminog1y-
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coside系 抗生剤に比 し,よ り安金に投与 で きる薬剤と

いうことができるが,本 剤はaminoglycoside系 抗生剤

であることを銘配し,腎 疾患の有無に注意 し,聴 器症状

に絶えず考慮をはらいつつ使用すべきであろう。
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FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES OF KW-1070 IN

OTORHINOLARYNGOLOGIC AL INFECTIONS

BUEMON SANBE, RYOHO UEDA and KEIKO KOBAYASHI

Clinic of Otorhinolaryngology, Kanto Teishin Hospital

KEIICHIRO JYO and MORIE INAFUKU

Microbiological Laboratory, Kanto Teishin Hospital

KW-1070 is a new aminoglycoside produced from Micromonos pora olivoasterospora Fundamental

and clinical studies of KW-1070 were performed in the otorhinolaryngological field.

1) The peak of MIC (108cells/ml) against 38 strains of S. aureus was 1.56 ƒÊg/ml and the sensitivity

against gram negative-bacilli ranged from 0.78 to 6.25 ƒÊg/ml except for P. inconstans.

2) Biophotometer revealed that the growth of S. aureus 209 P was completely inhibited by the

serum (diluted 10 fold) at 30 minutes to 6 hours after a 200 mg intramuscular injection.

3) Serum levels peaked at 30 minutes after 200 mg intramuscular injections, and at 60 minutes

after 400 mg injections of KW-1070. Peak serum levels were 15.2 ƒÊg/ml and 21.6 ƒÊg/ml, respectively.

Even after 6 hours, blood concentrations remained from 1.8 to 2.9 ƒÊg/ml.

4) The serum concentration and tissue concentration were 14.4 ƒÊg/ml and 1.2 peg at 1 hour after

intramuscular injection of 200 mg in the mucous membrane of the maxillary sinus.

5) Of the 47 cases of otorhinolaryngological infections treated, (except for 1 case of skin eruption)

clinical results were excellent in 36 cases (78%), effective in 8 cases (17%), slightly effective in 1

case, and ineffective in 1 case.

6) Except for 1 case of skin eruption, no adverse reactions were observed in the blood, liver,

kidney or hearing organs.


